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推進資料１

国　　語

単元（題材）及び授業構想のポイント単元（題材）及び授業構想のポイント

資質・能力を育むための「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善

資質・能力の三つの柱

思考力，判断力，
表現力等

※三つの柱の
バランスの
とれた育成
を目指す。

各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方

見方・考え方

・各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をなすもの
・習得・活用・探究という学びの過程の中で，児童

生徒が「働かせる」もの
教師が「見方・考え方」とは何かを明確にし，
児童生徒が「見方・考え方」を働かせて学ぶよ
うな授業デザインを考えることが重要

・学習評価により，教師が自らの指導のねらいに応じて授業での児童
生徒の学びを振り返り，学習や指導の改善に生かすことが大切です。

・児童生徒が「見方・考え方」を働かせているかどうか自体は
評価の対象とするものではありませんが，授業の中で児童生
徒が「見方・考え方」を働かせることができていたかを教師
が振り返り，指導の改善等につなげることは重要です。

授業改善と評価

相互に支え合う関係

○学ぶことに興味や関心をもつ
○自己のキャリア形成の方向性と関連付けな
がら，見通しをもって粘り強く取り組み，
自己の学習活動を振り返って次につなげる

主体的な学び

授業改善の視点
※○は視点の主な具体

○自分の考えをもった上で話し合う
○他者との協働や対話，先哲の考えに触れる

ことにより，自己の考えを広げ深める

対話的な学び

［留意事項］
・児童生徒の学びの姿から三つの視点の実現

状況を把握し，一体として改善・充実が図
られるようにする。

・一人一人の児童生徒や学校の実態を的確に
把握し，授業を組み立てる。

・単元や題材など内容や時間のまとまりを見
通して，主体的・対話的で深い学びの実現
に向けた授業改善を行う。

学びに向かう力，
人間性等

知識及び技能

単元（題材）
の目標

１単位時間
のねらい

学びの深まりの鍵

○知識を相互に関連付けてより深く理解して
いく

○情報を精査して考えを形成していく
○問題を見いだして解決策を考えていく
○思いや考えを基に創造していく

深い学び
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各教科等において目指す資質・能力を育むためには，単元（題材）の指導を通してどのような資質・能力の育成を
目指すのかを明確にしながら目標を設定し，全ての児童生徒がねらいを達成することができるように，児童生徒や学
校の実態，指導の内容に応じ，「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を図ることが重要です。

☆資質・能力の育成に向けて，児童が言葉による見方・考
え方を働かせることができるように構想した手立て

（引き出したい児童の反応例）

【手立て１】
叙述間の「気持ちの変

化」に着目

娘のわがままが始まった

時の「父」の心情と，花

を渡した時の心情の違い

を比較して考えさせる。

【手立て２】
「情景」と「行動」のつなが

りに着目

「ごみすて場」等の負のイメ

ージの場所に咲く花（情景）

を取ってきて与えたこと（行

動）の意味を考えさせる。

ごみすて場の花がゆみ子へ

の最後のプレゼントなの？

あっ，父はこの花に何か特

別な思いをこめたのかも！

娘がかわいそうという気

持ちだったと思う。でも，

花をあげた後はにっこり

わらっているぞ！

ポイント１ 指導事項（＝育成を目指す資質・能力）に即して，本時におけるねらいを具体的に設定する。

（指導事項）Ｃ(1)エ
登場人物の気持ちの変化

や性格，情景について，場
面の移り変わりと結び付け
て具体的に想像すること。

（資質・能力を身に付けた姿を具体的に想定したねらい）
「ゆみ子」に対する「父」の気持ちの変化について，

「情景」「行動」「会話」の中から複数を結び付けて具体
的に想像することができる。
※解説の文言を基にしながら授業者が設定（太字部分）

学習指導要領解説の内容を
踏まえ，資質・能力が身に
付いた姿を授業者が具体的
に想定した上で，本時にお
けるねらいを設定

ポイント２ 本時におけるねらいに照らして児童の学びを分析し，授業における適切な手立てを構想する。

育成を目指す資質・能力を授業者が具体的に想定し，言葉による見方・考え方を働かせる場面を授業の中で
繰り返し経験させることで，資質・能力を系統的・段階的に身に付けさせていくことが大切です。

新しい学習指導要領では，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力の育成を目指すこと
が示されています。そこで，育成を目指す資質・能力に即したねらいの設定と，資質・能力の育成を図るための手立
ての構想について，「一つの花」(小学校第４学年・物語文「第３場面」）の授業を例に以下に示します。

学びの分析
これまでに行っ

た物語文の授業の
様子や評価等か
ら，登場人物の行
動や気持ちなど
を，叙述を基に捉
えることはできてい
る。更に深い読み
を実現するために
は，複数の叙述を
結び付けたり，気
持ちの変化を捉え
たりする力を身に
付けさせる必要が
ある。

目指す児童の姿

「情景」の意味するところと，
その前後における「父」の「行
動」から想像できる心情の変
化を関連付けて解釈する力が
身に付いたと判断される状況

（児童の考えの例）

ゆみ子がかわいそうだという

父の気持ちが，ごみすて場でも

美しくさくコスモスを見たことで，

ゆみ子にもこの花のようにがん

ばって生きてほしいという気持ち

に変わったのが分かります。

資質・能力を身に付けた姿を具体的に想定した授業づくり

資質・能力を育むための「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善


